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平
成
27
年
３
月
31
日
に
農
政
の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
、
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」）
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
計
画
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
（
以
下
「
基
本
法
」）
に
基
づ
き
、
情
勢
変
化
等
を
踏
ま
え
、
概
ね
５
年
ご
と
に
見
直
し
て
お

り
、
今
回
で
４
回
目
の
策
定
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
、
新
た
な
基
本
計
画
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

我
が
国
の
農
業
・
農
村
に
お
い
て
は
、

６
次
産
業
化
や
海
外
へ
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
若
者
を
中

心
と
し
た
「
田
園
回
帰
」
と
い
っ
た
新
た

な
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
農
業

就
業
者
の
高
齢
化
や
農
地
の
荒
廃
、
人
口

減
少
な
ど
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。　

　

こ
う
し
た
情
勢
の
変
化
や
、
こ
れ
ま
で

の
施
策
の
評
価
と
課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、

本
基
本
計
画
で
は
、
基
本
法
に
掲
げ
る
「
食

料
の
安
定
供
給
の
確
保
」、「
多
面
的
機
能

の
発
揮
」、「
農
業
の
持
続
的
発
展
」
及
び

「
農
村
の
振
興
」
と
い
う
４
つ
の
基
本
理
念

の
実
現
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
農
業
や
食

品
産
業
の
成
長
産
業
化
を
促
進
す
る
「
産

業
政
策
」
と
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

を
促
進
す
る
「
地
域
政
策
」
を
車
の
両
輪

と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
の
中
で
も
低
い
我
が
国
の
「
食
料
自

給
率
」
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間
内
に

お
け
る
実
現
可
能
性
を
重
視
し
、
10
年
後
に
供

給
熱
量
ベ
ー
ス
で
は
現
状
39
％
か
ら
45
％
に
、

生
産
額
ベ
ー
ス
で
は
現
状
65
％
か
ら
73
％
に
引

き
上
げ
る
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
の
食
料
の
潜
在
生
産
能
力
を

評
価
す
る「
食
料
自
給
力
指
標
」を
新
た
に
設
け
、

我
が
国
の
食
料
自
給
力
の
現
状
や
過
去
か
ら
の

動
向
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有
し
、
食
料
安
全

保
障
に
関
す
る
国
民
的
な
議
論
を
深
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

１
．
基
本
的
な
方
針

２
．
食
料
自
給
率
の
目
標　
　
　

食料自給率の目標等

平成25年度 平成37年度

カロリーベース 39% 45%

生産額ベース 65% 73%

飼料自給率 26% 40%
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カロリーベース
総合食料自給率

再生利用可能な荒廃農地
においても作付けする場合

（kcal／人・日）

食料自給率は17年間横ばいで推移

（年度）

資料：農林水産省作成

食料自給力指標の推移 25
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資料：農林水産省作成

新たな「食料・農業・農村基本計画」が策定されました
～食料・農業・農村　これからの10年～　

特 集



沖縄ブロック説明会を開催しました！
　農林水産省と沖縄総合事務局では、平成27年
５月18日に、本基本計画に関する沖縄ブロック
説明会を開催しました。当日は県内から地方自治
体、農業者、消費者、食品産業関係者等、約110
名の方が参加し、活発な質疑応答が行われました。
　また、6月上中旬には、よりきめ細かく地域別
（北部地域、中・南部地域、宮古地域、八重山地域）
の説明会を県とともに開催しました。

説明会の様子
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農林水産部特 集

　

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
主
に
次
の
施

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

我
が
県
に
お
け
る
食
料
自
給
率
は
、
供
給
熱
量

ベ
ー
ス
で
現
状
29
％
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
現
状
52
％

と
な
っ
て
お
り
、
全
国
よ
り
も
と
も
に
低
い
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
県

や
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
機
関

等
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
新
た

な
基
本
計
画
の
下
で
各
般
の
施

策
を
推
進
し
、
若
者
た
ち
が
希

望
を
持
て
る「
強
い
農
業
」と「
美

し
く
活
力
あ
る
農
村
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
基
本
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/keikaku/k_aratana/

index.htm
l

３
．
講
ず
べ
き
施
策

○　
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進

○　
６
次
産
業
化
の
戦
略
的
推
進

○　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
着
実
な
推
進

○　
力
強
く
持
続
可
能
な
農
業
構
造
の
実
現

に
向
け
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保

○　
農
地
中
間
管
理
機
構
の
フ
ル
稼
働
に
よ

　
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

○　
米
政
策
改
革
の
着
実
な
推
進
、
飼
料
用

　
米
等
の
戦
略
作
物
の
生
産
拡
大

○　
多
面
的
機
能
支
払
制
度
等
の
着
実
な
推

進
○　
農
村
へ
の
移
住
・
定
住
等
の
促
進
や
鳥

　
獣
被
害
へ
の
対
応

４
．
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
取
組

新たな食料・農業・農村基本計画の構成

資料：農林水産省作成


